
参加しやすい自治会
～コミュニケーションの創出～

自治会の業務は基本的に区民みんなで決めていくものです。ということは、話し
合う場、意見交換する場、コミュニケーションの場が必要になります。
そこで、私たちは「誰もが参加しやすい自治会～コミュニケーションの創出～」
について考えることとしました。
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課題 可能性

①区長を支える
事務局の結成

②自治会活性化の
ための支援を！

プラン

③女性も活躍
できる体制へ

課題とそこからみえてきた可能性、プランの順に発表します。
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地域の問題・課題

まず課題です。
福祉・人権・文化の分野では一部の人に負担が偏っていること、集会所のバリア
フリーが進んでいない
防災・防犯・環境の分野では交通ルールの問題や空き家の増加が挙げられました。
人材・担い手の分野では子世代の参加が少ない、役員の担い手不足、高齢者が悪
い意味で若者に意見してしまうといった課題がでました。
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人材・担い手 分野からみえる地域の可能性

課題

可能性

以上のように、人材・担い手分野から見える地域の可能性ということで、親世代
が元気で子世代（30－50代）の参加が少なく、せっかく若者が役員になっても、
一部の高齢者が昔からの考えを悪い意味で押し付けてしまうなど若者がどんどん
地域活動から離れてしまい、役員の担い手不足に繋がってしまうという課題があ
ります。
しかし裏を返せば、親世代が元気であることは大変すばらしいことであり、優し
く若者のサポートに回っていただいて、みんなで地域を盛り上げようとする、活
動次第では、子世代の若者や女性などの参加を増やせるのではないかと考えます。
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未来像

その結果、区の役員不足を解決できれば、今は区⾧に丸投げされている仕事も分
散することが出来、区⾧の負担軽減にもつながり、何より区⾧を中心に
バックアップしてくれる人たち、役員さんなどみんなで大きな輪ができるのでは
ないかと思います。
そのためには、若者や女性が参加しやすい雰囲気づくりが必要になってくると思
います。
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区長を支える事務局の結成アクションプラン①

1つ目のアクションプランは「区⾧を支える事務局の結成」です。
若者と高齢者混合で区⾧の業務を支えます。支える側も負担にならないように、
短時間の活動で、若者が仕事をしている平日は高齢者、休日は若者が支える仕組
みを考えました。
事務局を結成することで、区⾧は業務の負担が減り、負担が減ることで次世代の
担い手の確保も期待できます。若者も仕事や生活と両立できる仕組みのため、無
理なく地域活動に関わることができ、課題で出た「子世代の参加が少ない」とい
う問題や繋がり不足も解消できます。
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自治会活性化のための支援を！アクションプラン②

２つ目のアクションプランは「自治会活性化のための支援を！」です。このプラ
ンは自治会の声を市に届けることを目的としています。
無関心な人たちを活動に取り込むため新しい行事を開催する、開催費用を区費で
補うため区費があがり区民から不満が出る、区費の代わりに役員手当を減らす、
手当が少ないため、ますます担い手が減る、人材確保に悩む、また行事で人を呼
ぶ…といったように現状の自治会活動は負のループです。
そこで市に補助金を出してほしいと考えました。県から出ている補助金は交付条
件に制限があるため、自治会活動活性化のためのイベントなら、新旧問わずに使
える使いやすい補助金制度を作ってください。
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女性も活躍できる体制へアクションプラン③

３つ目のアクションプランは「女性も活躍できる体制へ」です。
5班では、これからの自治会は若者や女性が主導していくべきだという意見にな
りました。そこで3つ案を考えました。
①女性手当の導入②女性向けイベントの実施③女性枠の設置です。
どれも大事と考えますが、区の役員に助成枠を設け、男性社会から男女平等の役
員会づくりを考える、また、男性中心のため、女性の求めていることが男性では
分かりにくいので、なおさら、女性が集まりにくいことを踏まえ、女性目線で高
齢者及び子どもを巻き込んでいき、行事等を従来のように復活させていくことが
大事ではないかと思います。また、女性が色々な行事に参加したくても、誰も出
ないから嫌だという声も実際聞きますので、誰しもが参加しやすい環境づくりを
しなければいけないと思いました。
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住民WSに参加して感じたこと・伝えたいこと
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住民WSに参加して感じたこと・伝えたいこと
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